
29 - 16
25 - 17
28 - 21

Ｃ 26 - 20
Ａ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 0 0 0 6 2 2 1 1 2 3 2 3 2 0
5 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
6 0 2 9 4 8 0 0 1 0 2 2 1 1 1 0
7 0 2 5 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
9 0 0 4 8 13 3 5 2 1 2 3 1 0 1 0
13 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0
21 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
22 0 1 3 1 2 0 0 2 0 1 1 0 1 0 0
23 0 2 4 4 7 2 2 1 3 1 4 2 1 2 0
25 * 1 3 1 4 0 0 3 0 0 0 1 4 0 0
31 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
32 * 0 1 1 3 2 3 3 1 2 3 2 4 1 0
37 * 0 0 6 10 8 8 2 9 11 20 3 2 0 0
55 * 0 0 5 5 0 0 1 5 6 11 2 1 0 0
61 0 0 0 1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
8 31 33 63 18 28 16 21 28 49 14 18 7 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 0 0 0 3 8 0 0 0 1 1 2 2 0 0 1
6 0 1 6 0 6 0 0 3 1 2 3 3 1 0 0
7 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
8 * 1 1 1 4 1 4 1 1 0 1 1 0 1 0
11 * 0 0 0 0 0 1 1 0 3 3 6 1 0 0
15 0 1 4 2 5 0 0 1 1 0 1 2 0 0 0
17 0 0 0 1 2 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0
19 0 0 1 1 3 0 0 1 1 2 3 0 0 0 0
20 0 0 0 1 6 1 2 2 3 5 8 2 0 0 1
21 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 * 0 3 4 6 2 2 2 2 4 6 4 3 1 0
23 * 0 0 8 13 2 4 2 5 5 10 0 0 2 0
24 * 2 5 4 11 3 5 2 1 3 4 3 1 0 0
25 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0
30 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0

0 0 0 0 0
5 22 25 66 9 18 19 17 26 43 26 7 4 2

２０１６年度関西学生バスケットボールリーグ戦

RATE 22.7% 37.9% 50.0%

Team / Coach: 伊戸 重樹 -
合　　　計 74 200

木村 颯斗 0 2
高石 康平 0 6

石田 浩平 18 23
中村 洋紀 17 31

中江 龍二 0 4
山口 大地 10 25

田渕 悠人 2 15
石川 敦裕 3 15

今井 毅 7 9
森川 翔平 2 7

山口 直紀 6 13
村井 龍太郎 0 21

木村 郁斗 3 19
山野 昴輝 0 4

ST BS MIN

篠原 朋宏 6 6

２Ｐ ＦＴ
Ｆ
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びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 108 200
RATE 25.8% 52.4% 64.3%

中山 満樹 3 2
Team / Coach: 天田 英彦

山本 真弥 20 22
渡辺 航 10 25

足立 圭祐 0 5
高田 竜豪 4 22

龍 季弥 16 16
佐藤 仁彦 5 14

井上 健太 0 3
辻 直弥 5 9

諏訪 裕亮 19 27
古川 玲緒 0 2

清水 雄太 14 18
前田 凌 8 10

BS MIN

垣﨑 真吾 2 23
粕谷 祐介 2 2

ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS ST

男子 ２部リーグ戦 勝チーム

記録 関西学生バスケットボール連盟

流通科学大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ

試 合 日 2016.09.10
流通科学大学

勝ち点 0
試合ＮＯ 215
戦評
【総括】
関西2部リーグ3日目、最終試合は2連勝し勢いに乗る流科大とどうしても今季初白星を掴みたいびわことの一戦と
なった。試合開始から両チーム機動力を活かした試合が繰り広げられる。流科大の豊富な運動量を活かしたプレー
に対し、びわこはガッツ溢れるリバウンドなどで流れを掴もうと試みる。しかし地力に勝る流科大が終始ゲームをコン
トロールし108-74で3連勝を収めた。
【第1ピリオド】
序盤からスピーディーな試合展開が繰り広げられる。開始1分で流科大#55渡辺の速攻などで、3連続得点し、びわ
こはたまらずタイムアウトを要求する。しかし流科大は#37山本のバスケットカウントなど、着実にゴール下で得点を重
ね、流れを渡さない。終盤びわこ#24中村を中心に反撃を開始するも、流科大の前線からの激しいディフェンスの前
に中々点差を縮めることができずに、第1ピリオドを29-16の流科大13点のリードで終える。
【第2ピリオド】
第2ピリオド開始直後は、互いに堅く守りあい、両チームなかなか得点が決まらない。そんな中びわこは#23石田のリ
バウンドシュートや速攻で得点する。対する流科大はびわこのインサイドを攻め、ファールを誘発し、フリースローで
得点を重ねる。流れを離したくなかったびわこだったが、流科大#23龍の3Pシュートや#32高田のバスケットカウントな
どでゲームの主導権を奪取する。終盤互いに点を取り合う展開の中で、ベンチから登場した流科大#6清水,#7前田
の連続3Pシュートでびわこを突き放しにかかる。54-33で第2ピリオド終了。
【第3ピリオド】
第3ピリオドは流科大#6清水のスティールからの速攻で始まり、再び流れが流科大に傾くと思われたが、びわこも#23
石田の得点などで食い下がる。流科大＃6清水の3Pポイントシュートに対し、負けじとびわこ#24中村も3ポイント
シュートで応戦するが流科大はコンスタントに点を重ね、徐々に点差が開いていく。なんとか流れを変えたいびわこ
はゾーンディフェンスに切り替えるがその直後,流科大#25佐藤に鮮やかな3Pシュートを沈められる。その後も流科大
のスピーディーなバスケットがびわこを苦しめ、82-54で第3ピリオド終了。
【第4ピリオド】
流科大#55渡辺のリバウンドシュートで始まる。その後も#9諏訪のバスケットカウントなど流科大の圧倒的な攻撃力が
びわこの前に立ちはだかる。びわこも#15今井,#17森川などが得点するもその高い壁を越えられない。そして流科大
#22辻の3Pシュートが決まり得点を三桁に乗せる。びわこも意地を見せ#23石田や#22山口などが得点していく。それ
に対し流科大も貪欲に前線から攻撃的なディフェンスを仕掛ける。びわこもベンチから登場した選手が奮起するが、
108-74で試合終了。

主審 中澤 久馬 副審 福田 健太 戦評

108 74

敗チーム

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

瀧尾・砂原(大阪大)

開始時間 17:00
会　　場 甲南大学
コ ー ト 勝ち点 3


